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１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（１）国有林野の管理経営の基本方針

国有林野の管理経営は、国有林野の管理経営に関する基本計画に即するとともに、国有林

の地域別の森林計画と調和して、機能類型区分等による公益重視の管理経営を一層推進する

とともに、その組織・技術・資源を活用して森林・林業再生へ貢献することを基本方針とす

る。

なお、当該森林計画区における概要等は以下のとおり。

① 森林計画区の概況

本計画の対象は、大淀川森林計画区を管轄区域とする国有林野89,333ha(不要存置林野34

haを含む。）であり、宮崎県中央部に位置し、大淀川流域を包括する4市3郡（4町）からな

り、大淀川の源流部から海岸に位置している。

森林の現況は、人工林を主体とした育成林が54,187ha（育成単層林51,940ha、育成複層林

2,247ha）、天然生林が31,474haとなっており、主な樹種としては針葉樹はスギ、ヒノキ、

広葉樹ではカシ類、ナラ類、クヌギなどとなっている。また、林相別に見ると針葉樹林

46,602ha、針広混交林8,723ha、広葉樹林30,336haとなっている。

本計画区には、掃部岳（1,223m）、国見山(861ｍ)、高千穂峰(1,574ｍ)韓国岳(1,700ｍ)

に代表される山岳からなり、急峻な地形を呈している。霧島山系一帯は霧島錦江湾国立公園

に指定されているなど自然環境の保存・形成等に重要な役割を果たしている。

また、本計画区は、水源かん養保安林が全体の75％に達し、下流域の水瓶として重要な役

割を担っているほか、渓谷豊かな森林景観、照葉樹の森など豊富な観光資源に恵まれている

ことから登山などの森林レクリエーション・保健休養の場として多くの人に利用されている

とともに、本計画区4市4町は木材産業に対する依存度が極めて高いため、民有林との連携を

図りながら、林業・林産業の振興を図ることが地域の重要な課題となっている。

さらに、綾町、小林市、国富町からなる国有林、県有林、民有林（約1万ｈａ）において

は、平成17年5月に九州森林管理局、宮崎県、綾町、綾の照葉樹林プロジェクト推進協議会、

日本自然保護協会との間で、綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画推進協定書（略称：綾の照

葉樹林プロジェクト）が締結され、原生的な照葉樹林の保護、二次林や人工林からの照葉樹

林への復元に向けた取組みが行われている。

このため、本計画では、林産物の供給や地域振興への寄与にも配慮しつつ、国土の保全そ

の他国有林に対する期待が大きくなっている地球温暖化の防止、生物多様性の保全等にも対

応した管理経営を行うこととする。

各地区ごとに重点的に行うべき管理経営は次のとおりである。

ア 青島地区（宮崎１～１８、２０，２２～３５，３９～４１、４６林班）

青島地区は、内海及び青島からなる地区で、加江田川、内海川支流に属し、全般的に緩斜

面となっている。海岸に面した斜面は断崖面で多くは急斜面又は縣崖となっている。

急斜面地等は、地形、地質等から山地災害防止機能及び水源涵養機能の発揮が期待されて
かん

いることから「山地災害防止タイプ」及び「水源涵養タイプ」に区分して管理経営を行うこ
かん

ととする。
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